
広域クラウド化の
団体が増えるほど、
安価に利用できる

自治体における情報システムの標準化・広域クラウド化のイメージ

バラバラ 標準化 広域
クラウド化

A市 C市

情報システム
X社

情報システム
Y社

B市

・・・

D町 F村E町

A市 C市B市

D町 F村E町

A市 C市B市

D町 F村E町

①大・中規模団体を
中心に標準仕様書に
よって標準化

※ベンダ間・ベンダ内ともバラバラ ※ベンダ間・ベンダ内で標準化 ※ベンダ間・ベンダ内で標準化

②小規模団体を中心
に広域クラウド化

L G W A N 等

システムの調達や維持管理
のコスト、制度改正による
改修等の作業量が軽減

＝目指すべき姿

○ 小規模自治体においては、ノンカスタマイズのパッケージの使用が比較的進んでおり、広域クラウド化が次の課題

○ 大・中規模自治体では、ほとんどの団体が独自開発かカスタマイズを行ったパッケージを使用

⇒ 大・中規模自治体を中心とした標準仕様書による標準化と、小規模自治体を中心とした広域クラウド化を並行して検討
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「自治体システム等標準化検討会」 スケジュール

２０１９年
８月

２０２０年
春頃

夏頃

●検討会設置要綱／基本的考え方／分科会の設置

【 検 討 会 】 【 分 科 会 】

●意見照会の結果を踏まえ、主要論点についての考え方
を整理

●標準仕様書作成に向けた検討（各論）

●①標準仕様書作成に向けた検討（総論）
・主要論点の整理
・主要論点についての方針案作成

●ベンダヒアリング
・②広域クラウド化について

●各論の整理
●上記の整理に基づき標準仕様書（案）の作成

（→市区町村及びベンダに意見照会）
●必要に応じ、機能の追加・変更・削除の必要性検討

●標準仕様書作成における主要論点についての方針決定
（→市区町村及びベンダに意見照会）

●J－LISヒアリング
・③安全・安価な住民情報のバックアップについて

●意見照会の結果を踏まえ、標準仕様書（案）を修正し、
標準仕様書として決定・公表

＜月１～２回程度開催予定＞

＜月１～２回程度開催予定＞
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○ 自治体においては、住民記録（住民基本台帳）システムを中心に様々な分野の情報システム同士が連携をし
て、業務が行われている。

自治体の情報システム間の連携について（イメージ）

住民基本台帳 住登外管理

個人住民税

法人住民税

軽自動車税 固定資産税

介護保険

後期高齢者医療

乳幼児医療

ひとり親医療

障害者福祉

国民年金

児童手当

健康管理 就学

戸籍

印鑑登録

収滞納管理 生活保護

庶務事務 人事給与 財務会計

文書管理

国民健康保険

国民年金情報
印鑑登録情報等

個人住民税情
報

住基情報
住登外情報 等

特別徴収依頼情報

個人住民税情報
国民健康保険情報等

介護保険資格情報
障害者福祉情報等

個人住民税情報
固定資産税情報等

生活保護情報等各賦課情報
各送付先情報等

収滞納情報
口座情報等

給与所得者異動届出書等 特徴税額通知書等収納情報等 収納情報等

支払情報

職員情報、文書情報

生活保護情報等

介護保険料賦課情報
障害者福祉情報等

被後見人情報等

：業務
：情報の流れ
：情報の受渡しが類似している
グループ

住基情報

出典：旭川市業務システム最適化計画
（平成２９年（２０１７年）１２月改訂）
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